
地域環境調査の中間報告（野鳥を

指標にしています）

消防団員を募集

きれいな川をもっと身近に
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　松戸で子育ての応援をがんばっている10の民間団体と、市の7つの子
育て関連部署が参加し、子育てに関するさまざまな情報交換を目的に、
松戸で初めて行う催しです。
　子育て中の人、子育てに関心のある人、みんなで集まって、楽しく遊
びながら、いろいろなこと話し合いませんか？たくさんのみなさんのお
越しをお待ちしています。
　児童福祉課�366-7347、松戸子育てフェスティバル実行委員会事務
局（　ねばぁらんど）�394-2800

　子育てに役立つ情報が
盛りだくさん。

交通
○新京成線五香駅西口徒歩13分
○新京成線八柱駅・常盤平駅、ＪＲ武
蔵野線新八柱駅下車

　新京成バス「牧の原団地」行き「牧
の原団地」下車、徒歩3分

　乳幼児の親子が自由に遊べま
す（定員常時40組まで）。
おもちゃの図書館（おもちゃの
貸し出し）も開いています。

　畳の部屋を用意しました。授
乳やオムツ替え等にご利用くだ
さい。

民間…松戸市保育園協議会・松戸市私立幼稚園連合会・（社福）松戸市
社会福祉協議会・　ねばぁらんど・　松戸子育てさぽーとハーモニー・
松戸子育て支援センター連絡会・子育てひろば 「ほわほわ」・松戸市家庭
福祉推進員協議会・まつど一時保育ネットワーク・　子育て支援ぽこら

市…児童福祉課（常盤平児童福祉館）・保育課・保健福祉課・健康福祉会
館（ふれあい22）・女性センター・図書館・公民館（青少年会館）

※駐車場が少ないので、なるべく公共交通機関をご利用ください。

　ちょっと相談したい
「子どもの発達や健康のこと」
大人の悩みも…どうぞ。
　保健師・栄養士・保育士・家
庭福祉推進員などがお話を聞き
ます。
　ほっと一息つきに…。
気軽におしゃべりしましょう。

参
加
団
体
（
順
不
同
）

　親子で楽しく遊べる場です
エアートランポリン・折り紙・
おままごと・おもちゃ作りなど。
おもちゃの病院もあります。

10:00から
パラバルーン、ふれあい遊び、
体操、わらべうた、など。

10:30

11:00①
12:30②

13:00

ちょこっと健康講座

トモキチおじさんの
パフォーマンスショー

松戸の子育てを考える
「子育てトーク」※

※一時保育あり〔要予約、先着5人、無料（事前に
電話で、ねばぁらんど内事務局へ）〕

10:00から
「ちゃんぷるず」によるライブ＆パフォー
マンス・おはなし会など

1階コミュニティー広場

3階 会議室3階 ホール

3階 研修室

3階 ボランティア室

親子で一緒に遊びましょう親子で一緒に遊びましょう
（おやこＤＥ広場ゆうまつど）（おやこＤＥ広場ゆうまつど）
親子で一緒に遊びましょう
（おやこＤＥ広場ゆうまつどで）

期日…2月25日�
時間…午前10時～午後3時

会場…ふれあい22（健康福祉会館）
　　　費用…無料
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　生物が生きていくには、エサ・水・ねぐら・温度等、いろいろな条件があります。
生物の種類や数を調べることで、その場所の環境についての情報が大まかにわかるこ
とがあります。
　地域環境調査では、野鳥を指標にして市内の環境を調べています。今回は、平成18
年度上半期（平成18年4月から9月まで）の野鳥観察の結果を報告します。

調査方法…市内を1�四方の65地区に
分け、それぞれの地区のボランティア
調査員から、そこで観察された野鳥を
報告していただきました。市では、�
日本鳥類保護連盟が作成した評価方法
を基に、各地区に点数をつけました。
結果…報告のあった地区は59地区あり、
その点数の平均は、29.2点でした。こ
れは、5段階に分かれた環境状況評価の
上から2番目で、「自然破壊の兆しが見
えますが、まだ回復力があります」と
いう評価になります。昨年度の平均
22.8点を大きく上回りました。
　一例として、県民鳥であるホオジロ
の分布を右図に示します。ホオジロは
樹林地の周辺、やぶや草地等でよく観
察されます。

　下水道使用料は、ご家庭や事
業所等から出る汚水をきれいに
するための施設の維持管理費や、
資本費（下水道管等の建設資金
借り入れの返済費）を賄うため、
利用する皆さんに負担していた
だいています。現在、下水道使
用料で対象経費の約62％（平成
17年度決算）を負担していただ
き、不足分は、市の一般会計か
ら繰り入れています。
　現行料金のままですと、経費
の約60％しか賄うことができず、

より多額の繰り入れが必要とな
ります。
　そこで、平成19～21年度の3
カ年で、下水道使用料で経費の
68％を賄うことを目標に、使用
料を改定します。
　今後も事業運営の効率化によ
り経費の節減に努め、また下水
道整備済の区域では、下水道へ
接続していない皆さんへの普及
活動を推進していきます。
　下水道維持課使用料担当�366
―7394

　平成19年4月から、70歳未満で、国民健康保険に加入していて、申
請があった人に、「国民健康保険限度額適用認定証」または「国民健
康保険限度額適用・標準負担額減額認定証」（以下「認定証」）の交
付が開始されます。
　これまで月額の医療費が高額になった場合、一旦医療機関の窓口で、
一部負担金を支払い、後日申請して払い戻しをしていました。「認定証」
を医療機関の窓口で提示すると、保険診療分のうち自己負担限度額（世
帯の収入状況により異なります）までの支払いで、自己負担限度額を
超えた額は、市から医療機関へ直接支払うことになります（保険料に
滞納がある場合は認定証の発行ができない場合があります）。
※3月19日�から保険課で受け付け開始予定（各支所では取り扱いません）。
※国民健康保険被保険者証または国民健康保険退職被保険者証と印鑑
　を持参してください。
※老人保健対象者は除きます。
　認定証の交付＝資格賦課班�366―7353、高額療養費＝給付班�
366―7293

4月1日使用分から下水道使用料を値上げします
一般家庭（月20�使用の場合）では税込み235円の負担増

70歳未満の人の高額療養費（入院等）
認定証提示で自己負担限度額以上の支払いがなくなります

　4月8日�に執行予定の、任期満了に伴う県議会議員一般選挙の臨時
職員を募集します。
　期間①3月30日�～4月7日�の午前8時30分～午後8時②3月19日�
～4月13日�の午前9時～午後4時（準備事務）と午前8時30分～午後8
時（期日前投票事務）　勤務場所市役所および各支所等　内容①期日
前投票所事務主任および受付②選挙準備事務および期日前投票事務　
時給780円　募集人員若干名
　選挙管理委員会事務局�366―7386

臨時職員（選挙事務）を募集

　近年、市内の川がきれいになってきて、少量の油類でも川が汚れます。
各家庭・各事業場で、油類の流出防止対策をお願いします。

こんなことに気を付けて
　★調理で使った天ぷら油等の油類を流さない。
　★自動車等の機械類の整備から出る油は、適正に処理する。
　★油水分離槽の管理を適正に行う。

※河川法で、原因者への処理費用の請求が認められています。
　河川清流課�366―1152

【参考】
国の基準（上記施設共通） １ng－ＴＥＱ／�（N）（平成14年12月1日から）
※クリーンセンター敷地内土壌のダイオキシン類濃度（10月12日測定）は、北側で 　
　22pg-TEQ/g、西側で8.2pg-TEQ/gでした（環境基準は1,000pg-TEQ/g）。
注：ng（ナノグラム）＝g（グラム）の10億分の１を表す
　　pg（ピコグラム）＝g（グラム）の１兆分の１を表す
　　TEQ＝毒性等量
　　�（N）＝0℃、１気圧に換算した状態の気体1�を表す

　平成18年度の市内ごみ焼却施設の排出ガス中のダイオキシン類測定結果は下表のと
おりでした。今後も毎年1回、ダイオキシン類を測定して公表します。
　市内のごみ焼却施設では、法に基づく維持管理基準を遵守した運転管理を行っており、
排出ガス中の濃度も国の基準を十分満たしています。なお、クリーンセンター敷地内
の土壌のダイオキシン類濃度も測定しましたので、併せてお知らせします。
　クリーンセンター管理係�384－3115、和名ケ谷クリーンセンター管理係�392－
1118

ごみ焼却施設のダイオキシン類測定結果ごみ焼却施設のダイオキシン類測定結果ごみ焼却施設のダイオキシン類測定結果ごみ焼却施設のダイオキシン類測定結果ごみ焼却施設のダイオキシン類測定結果

平成18年度測定数値排出ガス （単位：ng－TEQ／�（N））
施設名 測定日 測定結果

クリーンセンター

和名ケ谷クリ－ン
センター

1号炉 　10月5日　0.26（0.16）
2号炉 　10月6日　0.17（0.20）
1号炉 　  7月6日　0.01未満（0.01未満）
2号炉 　  7月6日　0.01未満（0.01）
3号炉 　  7月6日　0.01未満（0.01未満）

※有効数字2けた、小
数点以下は第2位ま
で表記（小数点以下
第3位を四捨五入）

ホオジロの分布

　期間4月～平成20年3月　調査内容自宅周辺の区域(1�四方)で、①野鳥観察②
緑や景観・おすすめの散歩コース等地域環境情報の収集　対象市内在住で中学生
以上の人
　2月28日�までに、電話で環境計画課環境担当（�366－7331）へ

平成19年度地域環境調査員を募集

（　）内は平成17年度の測定数値です

「
ピ
ル
」
と
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

と
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
と
い
う
二
種

類
の
女
性
ホ
ル
モ
ン
剤
を
組
み
合

わ
せ
、
主
に
避
妊
を
目
的
に
作
ら

れ
た
内
服
薬
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
比
較
的
ホ
ル
モ
ン

量
の
多
い
「
ピ
ル
」
が
利
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
ホ
ル
モ
ン
量
と

副
作
用
が
密
接
に
関
係
す
る
こ
と

か
ら
、
ホ
ル
モ
ン
量
を
減
ら
し
、

か
つ
避
妊
効
果
の
高
い
「
低
容
量

ピ
ル
」
が
わ
が
国
に
も
登
場
し
ま

し
た
。

「
低
容
量
ピ
ル
」
は
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
含
有
率
に
よ
っ
て
一
相
性
、

二
相
性
、
三
相
性
が
あ
り
、
自
然

な
生
理
周
期
に
近
づ
け
る
よ
う
工

夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
服
用
方
法
か
ら
、
三
週

間
服
用
し
七
日
間
休
み
、
そ
の
後
、

服
用
を
開
始
す
る
「
二
十
一
日
タ

イ
プ
」
と
、
連
続
四
週
間
（
う
ち

七
日
間
は
プ
ラ
セ
ボ
と
い
い
薬
剤

が
入
っ
て
い
な
い
）
服
用
し
、
休

薬
期
間
を
置
か
な
い
で
次
を
服
用

す
る
、「
二
十
八
日
タ
イ
プ
」
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
、
月
経
開
始
当
日
か

ら
一
錠
目
を
内
服
し
ま
す
が
、
便

宜
上
、
月
経
が
始
ま
っ
た
直
後
の

日
曜
日
か
ら
開
始
し
、
以
後
は
四

週
間
後
の
日
曜
日
ご
と
に
服
用
す

る
「
サ
ン
デ
ー
ス
タ
ー
ト
」
を
利

用
す
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

副
作
用
と
し
て
、
各
種
血
栓
症

・
悪
心
・
嘔
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す
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「
避
妊
」
以
外
の
効
用
と
し
て
、

月
経
不
順
の
改
善
や
月
経
痛
・
排

卵
痛
の
軽
減
・
子
宮
内
膜
症
の
予

防
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
多
毛
や
ニ

キ
ビ
の
症
状
軽
減
目
的
に
利
用
す

る
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。

な
お
、
初
め
て
利
用
す
る
人
に

は
、
医
療
機
関
で
の
一
般
的
検
査

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
、
国
の
内
外
か
ら
そ
の
有

益
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
わ

が
国
で
は
、
今
後
、
ま
す
ま
す
そ

の
普
及
が
計
ら
れ
、
一
般
女
性
に

は
身
近
な
存
在
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
健
康

低
容
量
ピ
ル

333

●
江
戸
川
左
岸
圏
域
流
域
懇
談
会
＝

２
月
27
日

午
後
２
時
〜
４
時

船
橋
市
商
工
会
館
（
JR
船
橋
駅
南

口
下
車
）

境
川
改
修
事
業
の

事
業
再
評
価
、
江
戸
川
左
岸
圏
域
流

域
河
川
事
業
の
進
捗
状
況
報
告
等

県
東
葛
飾
地
域
整
備
セ
ン
タ
ー
調

整
課

364
・
５
１
４
３

●
手
賀
沼
・
印
旛
沼
･
根
木
名
川
圏
域

流
域
懇
談
会
手
賀
沼
部
会
＝
３
月
２
日

午
後
２
時
〜
４
時

手
賀
沼
親

水
広
場
水
の
舘（
我
孫
子
市
）

手
賀
沼
河
川
環
境
整
備
事
業
の
再
評
価
他

県
東
葛
飾
地
域
整
備
セ
ン
タ
ー
柏

整
備
事
務
所
調
整
課

04
・
７
１
６

７
・
１
２
０
１

流
域
懇
談
会
〜
地
域
の
意
見
を
反
映
し
た
「
川
づ
く
り
」

2月28日�は国民健康保険料の第9期の納期限です。  　 保険課�366ー7353

あ
く
し
ん
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指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た

平
成
19
年
４
月
か
ら
、
指
定
管
理
者

と
し
て
公
の
施
設
を
管
理
す
る
法
人
ま

た
は
団
体
を
指
定
し
ま
し
た
。

①
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
②
北
山
会
館

指
定
管
理
者
①

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ズ

・
タ
ン
ク
②
松
戸
葬
祭
業
協
同
組
合

四
年
間

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
室

366
・
７

０
６
２
②
北
山
会
館

387
・
５
８
５
５

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知

ら
せク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
温
水
プ
ー
ル

＝
本
日
〜
３
月
12
日

の
間
休
業
（
定

期
整
備
）、
六
実
高
柳
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
お
風
呂
＝
本
日
〜
３
月
８
日

の

間
休
業

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
温
水
プ
ー
ル

385
・
７
１
０
０
、
六
実
高
柳
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー

386
・
３
４
７
８

危
険
！
使
用
済
み
ス
プ
レ
ー
缶
（
ご

み
出
し
は
自
覚
を
も
っ
て
）

ス
プ
レ
ー
缶
等
が
収
集
車
の
荷
箱
や

処
理
施
設
内
で
破
裂
し
、
火
災
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
ス
プ
レ
ー
缶
は
使

い
切
っ
て
、
化
粧
品
の
缶
は
資
源
ご
み

の
日
に
、
使
い
捨
て
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
は

陶
磁
器
ガ
ラ
ス
ご
み
の
日
に
出
す
等
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
み
の
種
別
に
分
け
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

環
境
業
務
課

366
・
７
３
３
３

少
年
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

2
月
23
日

午
後
２
時
か
ら

京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会
議
室

先
着
五
人

※
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
課
少
年
セ
ン
タ
ー

366
・
７

４
６
４

教
育
委
員
会
会
議

２
月
21
日

午
後
１
時
か
ら

京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会
議
室

※
傍
聴
で
き
ま
す（
会
場
が
狭
い
た
め
人

数
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

教
育
委
員
会
企
画
管
理
室

366
・
７

４
５
５

住
宅
市
場
動
向
調
査
に
ご
協
力
を

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
「
住
宅
市

場
動
向
調
査
」
を
実
施
し
、
調
査
期
間

中
に
新
た
に
住
宅
を
取
得
し
た
人
や
賃

貸
住
宅
へ
入
居
し
た
人
、
ま
た
は
住
宅

の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
実
施
し
た
人
を
対
象

に
、
住
宅
資
金
の
調
達
方
法
等
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
今
後
の
住
宅

政
策
の
検
討
お
よ
び
立
案
の
基
礎
資
料

の
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
票
が
郵
送
さ
れ
た
り
、
調
査
員

か
ら
依
頼
さ
れ
た
ご
家
庭
で
は
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
土
交
通
省
住
宅
局
住
宅
政
策
課

03
・
５
２
５
3
・
８
１
１
１
（
内
線
３

９
２
３
４
）

千
葉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
運
営
相
談
事
業

２
月
26
日

午
後
１
時
〜
５
時
の
う

ち
一
回
五
十
分
程
度
（
要
予
約
）

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

県
派
遣
税
理
士
の
税
務
相
談

市
民
活
動
団
体
・
個
人

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

368
・
１
８
１

４
へ

退
職
金
の
準
備
は
万
全
で
す
か
！

〜
退
職
金
共
済
掛
金
助
成
制
度

従
業
員
に
と
っ
て
「
退
職
金
」
は
、

退
職
後
の
生
活
を
支
え
て
い
く
大
き
な

柱
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
退
職
金
制
度

は
、
企
業
に
と
っ
て
、
優
秀
な
人
材
の

確
保
や
従
業
員
の
労
働
意
欲
を
高
め
る

た
め
に
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
、
特
定
退
職
金
共
済
に
加
入

し
て
い
る
事
業
主
に
、
共
済
掛
金
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

３
月
12
日

ま
で

※
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
課
労
政
係

366
・
７
３

２
７

松
戸
市
緑
推
進
委
員
会

２
月
23
日

午
後
２
時
か
ら

衛
生
会
館

先
着
十
人

※
議
題
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

当
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
会
場
で

み
ど
り
と
花
の
課
保
全
班

366
・
７

３
７
８

 講座内容…

創作活動●陶芸A（器・皿等）第1・3月曜日午後2時～4時●陶芸
Ｂ（イメージを形に）第1・3火曜日午後2時～4時●生け花第1・3 
月曜日午後2時30分～4時●水彩画第2・4月曜日午後2時～4時●書
道Ａ第1・3火曜日午後2時30分～4時●書道Ｂ第2・4火曜日午前
10時～11時30分●絵手紙第1・3水曜日午後2時～4時●レザーク
ラフト第1・3木曜日午前10時～正午●バードカービング（柔らか
い木で野鳥を作る）第2・4木曜日午前10時～正午●さをり織り第2・
4金曜日 午前10時～午後3時●ゆび編み（編物）第1・3金曜日午後
1時～午後3時●墨絵第2・4日曜日午前10時～正午
スポーツ・レクリエーション●ふれあいコーラス毎週月曜日午前
10時30分～正午●ふれあい社交ダンス毎週木曜日午後1時～4時●
カローリング（室内で行うカーリングに似た競技）第2土曜日午前
10時～正午●車椅子ダンスＡ第1・3日曜日午前10時～午後0時30
分●車椅子ダンスＢ第2土曜日午後2時～4時●ふれあい卓球第1・
3日曜日親子午後1時～3時、個人午後3時～5時
社会適応訓練（パソコン）●A（ワード中心、3カ月）毎週月曜日午
前10時～正午●B（活用、6カ月）第1・3火曜日午前10時～正午●
C（基本、3カ月）毎週木曜日午前10時～正午●D（エクセル中心、
4カ月）毎週土曜日午前10時～正午●E（活用、6カ月）第1・3土曜
日午後1時～3時●F（基本、6カ月）第1・3日曜日午後2時～4時
機能訓練（ふれあいリハビリ）●個別毎週月曜日午後1時～4時30
分●集団第1・2・3水曜日午後1時～3時
その他●朗読をきくかい第2水曜日午前10時～11時30分●囲碁毎
週金曜日午後1時～5時

　消防団の前身は、江戸時代に組織化
された町火消しと言われ、伝統に支え
られた組織として今日に至っています。
通常は自らの仕事を持ちながら、地域
防災のリーダーとして「自分たちの住

む街を災害から守る」という使命感の
もと、36個分団の約630人が、地域に
根ざした幅広い活動を行っています。
　消防局企画管理室消防団担当�363
－1113

・災害活動　火災発生時に、消防と一体となって消防活動を行います。そ
　の他、風水災害では土のう積みや河川巡視、行方不明者の探索等、地震
　災害時も避難誘導や救援物資の搬送も行います。
・地域と協働した活動　地域の催しで、火災予防の呼びかけや警戒活動を
　行っています。
・地域防災のリーダーとして　出火防止、初期消火、応急救護などの指導
　を行っています。

消防音楽隊員も募集

　市消防音楽隊では、消防
団に入団していただくこと
を前提として、音楽（吹奏
楽）経験者を募集していま
す。音楽経験を活かして、
消防音楽隊の一員として、
演奏を通じた火災予防運動
などの消防団活動をしてみ
ませんか。

障害者福祉センター
ふれあい教室参加者を募集
障害者福祉センター

ふれあい教室参加者を募集

　4月から、従来の一時保育に特定保育が加わります。特定保育は、就労形態の多様化
に対応するため、週2日または3日の保育を行う制度です。利用希望の度に申し込みが
必要な一時保育と異なり、一度の申し込みで3カ月間利用が可能です。

申請の流れ

一時保育…①実施保育所にある申請書に記入
②申請書を希望保育所へ提出（随時受付）③
来所や電話で希望日を決定④健康状態や持ち
物を確認⑤利用開始
特定保育…①実施保育所にある申請書に記入
②申請書に保育できないことを証明する書類
を添付して希望保育所へ提出（前月15日まで）
③後日希望保育所より利用の可否について通
知④健康状態や持ち物を確認⑤利用開始

消
防
団
の
活
動

このような時に
利用できます

月64時間以上の定期的なパート就
労・看護・介護等 冠婚葬祭・出産・検診等

特定保育 一時保育

利用可能日 週2日または3日 原則として週3日まで
申込期限 前月15日まで 随時

市内在住で生後6カ月（民間は生後57日以降）～小学校就学前
公立8:30～17:00 　民間7:00～19:00

月額 時間単位額
日数

週2日利用
週3日利用

3歳児未満
18,300円
26,100円

3歳児以上
　9,400円
13,500円

時間
4時間まで
以降１時間当たり

3歳児未満
1,400円
　400円

3歳児以上
　　700円
　　100円

保育料

対象児童
利用時間

実施保育所

　障害者福祉センターでは、障害者を対象に、創作活動や機能訓練
を行うふれあい教室を開催します。ぜひご参加ください。
　対象18歳以上の、市内在住で障害者手帳を持っている人または
それに準ずる人〔機能訓練（ふれあいリハビリ）は、医療的な管理
が終了した、他の施設などで訓練を受けていない人（65歳以上の
人は除く）〕　期間1年間（パソコンは3～6カ月間、さをり織りは
3カ月間）　定員各先着15人程度（パソコン・さをり織りは各5人
程度）　費用無料（教材費・材料費・消耗品費は実費）
※すでに参加している人や待機中の人も、再度申し込みが必要。
　2月20日�午前9時から、直接または電話・ファクスで住所・氏名・
年齢・電話（ファクス）番号・障害者手帳の番号・障害の種類（障
害者手帳のとおりに）・等級を記入して健康福祉会館（ふれあい22）
障害者福祉センター�383－7111�383－7810へ
※ふれあい22の地図は、1面を参照してください。

消防団員を募集

　募集対象市内在住・在勤の、18歳以上55歳未満で、
心身とも健康な人（性別不問）　団員の身分消防団員
の身分は、特別職の地方公務員として保障されますが、
身分上の制約はほとんどありません　団員の待遇報酬も、
わずかですが、その労苦に報いるための年報酬と災害
や訓練に出場した場合の費用弁償としての出動手当が
支給されます。また、5年以上勤務し、退団した場合
には、退職報償金が支給されます。その他公務災害補償、
表彰制度等があります。
　地元消防団または、消防局企画管理室消防団担当�
363―1113

　保育課入所担当室�366－7351

※保育料に給食・おやつ代を含みます。また、民間保育園の特定保育は時間帯によって延
長料金がかかる場合があります。料金等については直接保育園へお問い合わせください。

保育所（園）名

市立牧の原保育所 

市立新松戸南部保育所

（社福）ユーカリ福祉会
松戸南保育園

（社福）恩恵会　
けやきの森保育園 

電話番号 

385－0997

344－0010

368－0366

344－5026

2・3月は市役所の駐車場が大変混雑します。市役所へは電車・バスで来庁くださるよう、ご協力をお願いします。  　 管財課�366ー7316
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　この地域の生活排水は、大津川を
とおり手賀沼に流入しています。
　かつては日本一汚い沼と言われた
手賀沼でしたが、国や千葉県・松戸
市を含む流域自治体などが一体とな
って、導水事業や水質浄化のための
共同事業を進めてきた結果、平成
13年度ではワースト2位、17年度
では6位と徐々にきれいになってき
ています。
　この流域では下水道の整備や生活
排水対策指導員を中心とした「家庭
でできる浄化対策」などを推進し、
河川の汚濁を減らすための対策を行
っています。
　また、平成17年度から継続して、
流域の小・中学校などと連携し、か
つて手賀沼に生息していた水生生物
を再生させ、健全な水辺の復活に向
けて取り組んでいます。

　平成13年度から流域の皆さんの
意見を聞きながら、水循環の健全化
や水辺の整備も視野に入れた「江戸
川・坂川清流ルネッサンスⅡ（第二
期水環境改善緊急行動計画）」を進
めています。
　この計画では、希薄になった私た
ちの暮らしと川のかかわりを取り戻
すため「川に遊び、川に学ぶ」など、
川と直接触れあう、さまざまな取り
組みを行っています。
　また、市民の皆さんの河川愛護活
動を支援するため、河川清掃時のご
みの無料回収や、環境学習で活用で
きるパンフレット等の資料や水質調
査機材の提供などを行っています。

　国分川の調査地点である、秋山弁天橋（環
境基準補助地点）の水質は、平成16年度
に環境基準を達成しました。
　市では多自然型河川改修と下水道の整備
を進めています。改修工事が完了した区間
では、水鳥や水生昆虫も増え、地元の小・
中学生が動植物調査などの環境学習が行え
るまで自然が回復してきました。引き続き、
地域の皆さんと一緒に親しみを感じる川づ
くりを進めていきます。
　また、この流域では、「真間川流域水循
環系再生構想」に基づき、具体的な計画づ
くりが進められています。この「構想」は、
本来あった人と水とのより良い関係である、
「雨水を貯める、利用する、浸透させる」
ことを取り入れ、水循環系の仕組みを構築
するために策定されたものです。

16

坂川・弁天橋

市内河川のBOD75％値

平成6 8 10 12 14 16 17年度

大津川・上沼橋

市内河川のBOD75％値

平成6 8 10 12 14 16 17年度

国分川・秋山弁天橋
市内河川のBOD75％値

平成6 8

8

10 12 14

新坂川・さかね橋
市内河川のBOD75％値

平成6 10 12 14 16

江戸川・栗山浄水場取水口

市内河川のBOD75％値

KEYWORD
流域…地上に降った雨が、
あるひとつの川に流れ集
まる範囲を示します。

ＢＯＤ（生物化学的酸素
要求量）…川などの水の
汚れの程度を表す目安
で、数値が高くなるほ
ど、汚れが大きい事を示
します。

75％値…例えば100の
調査値であれば、水質の
良い順に並べた75番目
にくる数値で、環境基準
の評価を示す数値として
使われます。

　新築・増改築の際には、雨水浸
透施設の設置をお願いしています｡
　雨水浸透施設（浸透ます・浸透
管等）を設置することで、雨水を
ゆっくりと大地にしみこませ、地
下水や湧水の保全・回復につながり、
自然の水循環が再生されます｡また、
都市型浸水被害の軽減にもなります。

○食べ物や飲み物を流さない
　食べ残しは資源の無駄になるだ
けでなく、ごみの増量や川の汚れ
の原因になります。

家庭でできる浄化対策
　普段の生活から家庭でできる浄化対策を心がける
ことで、川はきれいになります。
　皆さんもできることから始めてみてください。

　江戸川河川敷古ケ崎地先の地下には、5つの巨大水槽が埋められていて、
坂川の水をこの水槽を通して浄化し、江戸川に注いでいます。その様子を
現地で見学します。
　2月27日�午前9時30分市役所地下玄関集合（午前11時30分解散）　見
学場所古ケ崎浄化施設・ふれあい松戸川　定員先着22人　費用無料
　電話で河川清流課清流ルネッサンス担当室�366－1152へ

○食器についた汚れも流さない
　食器や鍋は、
付いた汚れを拭
き取ってから洗
いましょう。

○細かい調理くずを流さない
　台所の流しに三角コーナ
ーを置き、また三角コーナ
ーや排水口には「ろ紙袋」
をつけ細かいゴミも
回収しましょう。

○洗剤はきちんと使う
　洗剤はせっけ
んなど無リンの
洗剤をきちんと
計量して使いま
しょう。

坂川流域

手賀沼流域

真間川流域

市内河川流域図

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
管

雨
ど
い

雨
ど
い

雨
ど
い

雨水雨水雨水

（地上）（地上）（地上）

家

浸透管
浸透ます浸透ます浸透ます
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国分川（環境学習の様子）

　
市
内
の
河
川
は
、
昭
和
四
十
年

代
以
降
、
急
激
な
人
口
の
増
加
に

よ
り
、
生
活
排
水
で
悪
臭
を
放
つ

汚
れ
た
川
で
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
で
は
水
質
は
か

な
り
改
善
さ
れ
、
水
鳥
や
魚
も
数

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
私

た
ち
に
憩
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て

く
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

 

一
方
、
ま
だ
ま
だ
汚
れ
が
目
立
つ

河
川
が
あ
る
の
も
現
状
で
す
。

　
水
量
が
豊
か
で
、
き
れ
い
な
水

と
ふ
れ
あ
え
る
水
辺
空
間
を
目
指

し
て
、
ま
ず
は
私
た
ち
の
日
常
生

活
で
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
そ
こ
で
、
市
内
の

主
な
河
川
の
水
質
と

水
質
浄
化
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
河
川
清
流
課
�
366

・
１
１
５
２



5

八
ケ
崎
桜
ま
つ
り
出
店
者
募
集

4
月
1
日

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

八
ケ
崎
郵
便
局
か
ら
約
百
五
十

の
区
間
　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

飲
食
物
店
（
生
も
の
は
除
く
）
・
物
品

販
売
等
　

五
十
人
（
抽
選
）

一
区
画
（
一
・
八

）
三
千

円
電
話
で
同
実
行
委
員
会
・
小
宮
山

343
・
２
６
９
１
へ

青
少
年
会
館
芸
術
祭
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
美
術
作
品
出
品
者
を
募

集
3
月
10
日

に
、
青
少
年
会
館
で
行

わ
れ
る
演
劇
・
音
楽
等
の
芸
術
活
動
を

す
る
若
者
の
祭
典
で
、
催
し
物
の
受
け

付
け
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
、
絵
画
・

造
形
等
の
美
術
作
品
の
展
示
を
募
集
し

ま
す
。

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
中
学
生
以
上
、
出
品

者
は
十
六
〜
三
十
五
歳
の
グ
ル
ー
プ
・

個
人電

話
で
同
館

344
・
８
５
５
６
へ

献
血
ル
ー
ム
の　愛
称
を
募
集

松
戸
駅
西
口
「
松
戸
ビ
ル
一
階
」（
伊

勢
丹
松
戸
店
隣
り
）
に
オ
ー
プ
ン
予
定

の
献
血
ル
ー
ム
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
さ
れ
た
人
に
は
、記
念
品
を
進
呈
。

2
月
22
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
（
一
枚
一
作
品
）
に
愛
称
名
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
連
絡
先

・
応
募
名
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
を
記
入

し
て
〒
260
―
８
５
０
７
千
葉
市
中
央
区

千
葉
港
四
の
一
千
葉
県
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
企
画
課
内
「
献
血
ル
ー
ム
愛
称

募
集
係
」（

043
・
241
・
８
５
６
７
）
へ

星
空
観
望
会

2
月
24
日

午
後
6
時
〜
8
時
　

市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
と
屋

上
　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
見
学
と
天

体
望
遠
鏡
な
ど
で
月
や
惑
星
、
プ
レ
ア

デ
ス
星
団
（
す
ば
る
）
を
観
望
（
雨
天
曇

天
の
場
合
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
み
）

八
十
人
（
要
予
約
、
子
ど
も
は
保

護
者
同
伴
で
）

無
料

電
話
で
同
館

368
・
１
２
３
７
へ

ふ
れ
あ
い
教
室
「
朗
読
を
き
く

か
い
」

3
月
14
日

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

健
康
福
祉
会
館
（
ふ
れ
あ
い
22
）

松
戸
朗
読
奉
仕
会
会
員
に
よ
る
短

編
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど
の
朗
読
　

障

害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
お
よ
び
そ

れ
に
準
ず
る
人
（
付
き
添
い
の
人
と
一

緒
の
参
加
も
可
）

無
料

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

383
・
７
１

１
１
、

383
・
７
８
１
０

春
の
青
少
年
教
室
「
た
の
し
い

科
学
教
室
！
電
気
の
ふ
し
ぎ
」

3
月
17
日

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
　

女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ

ど
　

炭
電
池
や
フ
ル
ー
ツ
電
池
を

作
っ
て
電
気
に
つ
い
て
考
え
よ
う
　

北
豊
島
高
校
・
中
学
講
師
・
山
川
幸

子
氏
　

小
学
生
　

先
着
二
十

人
　

五
百
円

電
話
で
同
館

344
・
８
５
５
６
へ

子
育
て
サ
ロ
ン
「
こ
の
指
と
ま
れ
」

3
月
5
日

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分
　

女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ

ど
　

親
子
で
自
由
遊
び
　

○

歳
児
と
そ
の
親
　

先
着
二
十
組

無
料
　

電
話
で
女
性
セ
ン
タ
ー

364
・
８
７

７
８
へ

の
ぞ
み
学
園
作
品
展
示
即
売
会

2
月
22
日

・
23
日

午
前
9
時
30

分
〜
午
後
3
時
30
分
　

総
合
福
祉

会
館
　

縫
製
品
・
手
工
芸
品
等

同
学
園

368
・
１
６
３
２

ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
エ
ア
ー
ダ
ン

ス
初
心
者
講
習
会

3
月
7
日
〜
6
月
27
日
の
毎
週
水
曜

日
〔
全
十
六
回
、
3
月
21
日
を
除
く
〕

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
　

馬
橋
市

民
セ
ン
タ
ー
　

先
着
十
五
人
　

五
千
円

電
話
で
松
戸
フ
レ
ン
ド
ス
ク
エ
ア

ー
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
・
神
村

389
・
２
５

５
２
（
夜
間
の
み
）
へ

学
習
会
「
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ

ム
の
発
達
と
理
解
」

3
月
3
日

午
後
1
時
30
分
　

健
康
福
祉
会
館
（
ふ
れ
あ
い
22
）

「
高
機
能
自
閉
症
」「
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー

症
候
群
」
障
害
児
者
の
内
面
を
探
り
、

発
達
を
進
め
る
た
め
に
　

岐
阜
大

学
教
育
学
部
助
教
授
・
別
府
哲
氏

障
害
者
問
題
研
究
会
松
戸
サ
ー
ク
ル

・
近
藤

387
・
１
６
６
７

小
金
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
新

春
芸
能
発
表
会

2
月
24
日

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー
　

民

謡
・
舞
踊
カ
ラ
オ
ケ
他
　

無
料

同
セ
ン
タ
ー

344
・
８
２
７
０

ふ
れ
あ
い
福
祉
機
器
展

3
月
10
日

・
11
日

午
前
10
時
〜

午
後
4
時
　

福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
（
JR
我
孫
子
駅
下

車
）
他
　

最
新
の
福
祉
用
具
・
介

護
用
品
等
展
示
・
紹
介
、
セ
ミ
ナ
ー
「
最

新
の
福
祉
用
具
と
そ
の
正
し
い
使
い
方
」

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ド
メ
デ
ィ
カ
ル
サ

ー
ビ
ス

松
戸
営
業
所
長
・
四
谷
徳
彦

氏
　

無
料

※
セ
ミ
ナ
ー
は
、
事
前
申
し
込
み
。

県
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
・
伊
藤

04
・
７
１
６
５
・
２
８
８
６

稔
台
フ
レ
ン
ド
寄
席

①
2
月
17
日

②
3
月
17
日

③
4

月
21
日

各
午
後
7
時
開
演
　

オ

オ
イ
文
化
セ
ン
タ
ー
（
新
京
成
み
の
り

台
駅
下
車
）

①
昔
昔
亭
Ａ
太

郎
②
滝
川
鯉
斗
③
桂
ち
太
郎
　

各

二
百
円

同
ク
ラ
ブ
・
毛
呂

362
・
１
４
３
０

ひ
と
り
親
家
庭
の
情
報
交
換
会

（
す
ず
ら
ん
の
会
）
全
体
懇
談
会

3
月
11
日

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
　

女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ

ど
　

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
母
と
子

※
一
時
保
育
あ
り
（
事
前
申
し
込
み
）

3
月
5
日

ま
で
に
、
電
話
で
松
戸

市
家
庭
福
祉
推
進
員
協
議
会
・
秋
山

362
・
９
３
３
７
へ

な
ん
で
も
相
談
会

2
月
17
日

午
前
10
時
30
分
〜
午
後

3
時
　

伊
勢
丹
松
戸
店
十
一
階

法
律
・
相
続
・
税
金
・
不
動

産
売
買
・
登
記
・
建
築
設
計
・
多
重
債

務
・
年
金
・
社
会
保
険
・
労
働
保
険
・

消
費
生
活
相
談
・
そ
の
他
　

弁
護
士
・
税
理
士
・
司
法
書
士
・

宅
地
建
物
取
引
主
任
者
・
社
会
保
険
労

務
士
・
一
級
建
築
士
・
土
地
家
屋
調
査

士
・
消
費
生
活
相
談
員
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

他
　

無
料
　

当
日
会
場
で
、
先
着
順
で
受
け
付
け

松
戸
商
工
会
議
所

364
・
３
１
１
１

わ
ん
ぱ
く
ま
つ
り

2
月
25
日

午
前
10
時
30
分
〜
午
後

１
時
　

寒
風
台
小
学
校
校
庭
（
雨

天
時
体
育
館
）

遊
び
の
コ
ー
ナ

ー
・
模
擬
店
・
ミ
ニ
バ
ザ
ー

寒
風
台
わ
ん
ぱ
く
学
童
保
育
所
・
村

越

363
・
８
４
０
０

話
道
（
教
養
）
講
座

3
月
5
日
〜
5
月
21
日
の
毎
月
第
一

・
三
月
曜
日
〔
全
六
回
〕
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
0
時
30
分
　

稔
台
市
民

セ
ン
タ
ー
　

先
着
十
人
　

六

千
九
百
円

電
話
で
松
戸
話
楽
の
友
・
小
林

386

・
３
７
１
０
へ

初
心
者
手
編
み
と
キ
ル
ト
講
座

①
3
月
1
日
〜
15
日
の
木
曜
日
②
3

月
2
日
〜
16
日
の
金
曜
日〔
各
全
三
回
〕

午
前
10
時
〜
正
午
　

①
小
金
原
市

民
セ
ン
タ
ー
②
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

手
編
み
で
か
ぎ
針
編
み
ベ
ス
ト
製

作
か
、
キ
ル
ト
で
手
提
げ
バ
ッ
グ
と
ポ

ー
チ
製
作
　

各
二
千
五
百
円

松
戸
生
活
文
化
協
会
・
安
達

343
・

６
８
９
８

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会

2
月
25
日

午
後
1
時
〜
4
時
30
分

市
民
劇
場
　

管
理
組
合
・
居

住
者
等
　

先
着
四
十
人
　

無

料
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
千
葉
県
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会
・
山
田

043
・

244
・
９
０
９
１
へ

よ
こ
す
か
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

2
月
18
日

午
後
2
時
〜
4
時
　

森
の
ホ
ー
ル
21

Mr.
イ
ン
ク
レ

デ
ィ
ブ
ル
、
ホ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ワ
ー
ル
ド

の
他
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
等
吹
奏
楽

の
演
奏
と
小
金
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

無
料

同
会
・
渋
谷

090
・
６
０
３
７
・
３

６
７
３

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
と
市
民

講
座2

月
24
日

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

＝
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
、
午
後
2
時

〜
3
時
＝
市
民
講
座
　

松
飛
台
市

民
セ
ン
タ
ー
　

松
戸
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
相
談
員
　

無
料

松
戸
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
員
協
議

会

361
・
９
５
４
５

労
協
若
者
自
立
塾
　
ニ
ー
ト
支

援
説
明
会

3
月
3
日

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

商
工
会
館
別
館
　

自
立
塾
の

取
り
組
み
の
実
践
報
告
と
個
別
相
談

無
料

電
話
で
労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団

０

４
７
９
・
77
・
２
５
６
６
へ

2
月
の
福
祉
シ
ョ
ッ
プ

2
月
19
日

〜
22
日

各
午
前
9
時

〜
午
後
4
時
　

市
役
所
一
階
連
絡

通
路
　

19
・
20
日
＝
松
里
福
祉
会

・
ひ
ま
わ
り
作
業
所
・
ふ
く
し
館
ぱ
れ

っ
と
、
21
・
22
日
＝
彩
会
（
ネ
オ
・
キ

ラ
ク
）
・
北
斗
の
家
・
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

の
ぞ
み
学
園

368
・
１
６
３
２

古
布
で
作
る
草
履
づ
く
り

2
月
24
日

、
3
月
8
日

・
21
日

・
22
日

午
前
9
時
〜
正
午
　

テ
ン
ト
小
屋
（
市
役
所
向
か
い
）

各
先
着
二
十
人
　

一
回
九
百
円

電
話
で
同
小
屋

308
・
５
２
０
０
へ

松
戸
歌
声
サ
ロ
ン

2
月
26
日

、
3
月
12
日

・
26
日

、
4
月
9
日

・
23
日

午
後
2
時

〜
4
時
　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
・
ニ

ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー（
松
戸
駅
東
口
下
車
）

童
謡
・
抒
情
歌
　

中
高
年

六
十
人
　

一
回
千
円

電
話
で
滝

090
・
４
５
４
３
・
６
８

８
４
へ

学
び
た
い
と
き
が
学
ぶ
と
き
！

「
基
礎
学
力
再
履
修
講
座
」

4
月
〜
平
成
20
年
3
月
の

毎
週
月
〜
金
曜
日
午
後
1
時
30
分
〜
8

時
40
分
　

青
少
年
会
館
　

中

学
校
の
教
科
書
を
使
用
し
た
講
座
（
国

語
・
数
学
・
英
語
・
社
会
）

社

会
教
育
指
導
員
他
　

市
内
在
住
・

在
勤
で
、
義
務
教
育
程
度
の
基
礎
的
な

こ
と
を
再
び
学
び
た
い
人
　

各
二
十
四
人
　

無
料
（
教
材
費
実

費
）3

月
9
日

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
・

受
講
希
望
の
教
科
・
返
信
用
あ
て
名
を

記
入
し
、
〒
270
―
０
０
３
５
松
戸
市
新

松
戸
南
二
の
二
　
青
少
年
会
館
「
基
礎

学
力
再
履
修
講
座
」（

342
・
９
３
３
２
）

へ
松
戸
村
立
雑
学
大
楽

①
2
月
18
日

②
3
月
18
日

午

後
2
時
〜
3
時
30
分
　

サ
ン
ヨ
ー

ホ
ー
ム
（
新
京
成
八
柱
駅
下
車
）

①
中
国
語
を
覚
え
よ
う
②
大
正
琴
春

の
調
べ
　

無
料

当
日
会
場
へ

石
崎

344
・
２
９
５
１（
夜
間
の
み
）

あ
す
な
ろ
写
友
会
作
品
展

2
月
27
日

〜
3
月
4
日

午
前
10

時
〜
午
後
6
時
（
最
終
日
は
午
後
4
時

ま
で
）

文
化
ホ
ー
ル
　

無

料
同
会
・
関
口

344
・
７
３
６
３

も

よ

お
 

も

の

 
催

し
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催
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お
し
ら
せ 

お
し
ら
せ 

シティー・ミニコンサートシティー・ミニコンサートシティー・ミニコンサートシティー・ミニコンサートシティー・ミニコンサート ふれあい22ミニコンサートふれあい22ミニコンサート

　2月21日�午後0時15分～0時45分　
会場市役所議会棟地下1階玄関ホール　
演奏者伊藤敬二（トロンボーン）、小
池亜季（ピアノ）　曲目チャルダッシ
ュ(モンティ)、美女と野獣（メンケン)
他　
　社会教育課�366－7462

～トロンボーンとピアノで奏でる聖なる響き～

シティー・ミニコンサートシティー・ミニコンサート ふれあいふれあい2222ミニコンサートミニコンサートふれあいふれあい2222ミニコンサートミニコンサートふれあい22ミニコンサート

　3月1日�午前11時～11時30分　会
場健康福祉会館（ふれあい22）　内容歌・
日向野のりえ氏、ピアノ・徳川まゆみ
氏による童謡コンサート
　健康福祉会館�383－0022
※一般の人にも会場を貸し出しています。

～うたのおもちゃばこ～

砂川美術工芸館企画展
「蓑（みの）・バンドリー
～民具の意匠～」展
6月17日 までの午前9時

30分～午後5時（入館は午後
4時30分まで、月曜日休館）

砂川美術工芸館（柏駅下車） 310円、
小・中学生100円、高校・大学生150円、70歳以
上の人・障害者は無料（2月20日 は無料開放）

同館 04－7164ー6413

き
そ
が
く
り
ょ
く
　
さ
い
り
し
ゅ
う
　
こ
う
ざ

市役所の代表電話番号は�366ー1111です。かけ間違いにご注意ください。



基本操作から初歩
の文字入力まで

Ｅメール作成からホ
ームページの検索
方法等

文字の入力から、ワ
ードアート・図の挿
入まで 

簡単な表を作りな
がらエクセルの基
本を学ぶ

午前＝10:30～12:00、午後＝13:30～15:00　 
　会場文化ホール　定員各10人　費用各2,000円（テキスト
代を含む） 
　本日10:00から、電話で松戸ＩＴボランティア　ＡＢ＝�
050－7540－3889、ＣＤ＝�367－8889へ

初めてのパソコン
講座〔全3回〕

インターネット
入門講座〔全3回〕

Word初級講座
〔全3回〕

Excel初級講座
〔全3回〕

講座名 日時 内容
①3/2・ 9・16の金曜日午前
②4/3・17・24の火曜日午前

①3/ 6・13・20の火曜日午前
②4/13・20・27の金曜日午前

パソコン教室

シルバー人材センター中高年パソコン教室
講座 日時 対象 費用

3/13から毎週火・木曜日
①10:00～12:00②14:00
～16:00

3/14�・21�・28�、
4/4�・18�・25�
①10:00～12:00②14:00
～16:00

入門コース（初めての
パソコン）〔全8回〕

初級コース（使ったこ
とのある人）〔全6回〕

　会場シニア交流センター　定員各12人 
　2/23�までに、ハガキに郵便番号・住所・氏名・年齢・電
話番号・希望コースを記入して〒271－0043松戸市旭町1の
174　�松戸市シルバー人材センター中高年パソコン教室（�
330－5005）へ

　会場松戸健康福祉センター（松戸保健所）
※掲載以外の相談はホームページをご覧ください　
　http://www.pref.chiba.lg.jp/hokenjo/matsudo/
※駐車スペースが限られていますので、公共交通機関をご
利用ください。17:30以降は駐車場が閉鎖されます。
　同センター �361－2121

3/1�12:30～13:30、
7�･14�13:00～14:00
3/28�14:30～16:30

エイズに関
する相談･
抗体検査

思春期相談(予約制)

精神保健福祉相談
(予約制)

日　　時

松戸健康福祉センター（松戸保健所）
各種無料相談

相　談　名

酒害相談(予約制)

DV来所相談(予約制)

3/15�13:30～14:50
3/15�15:00～16:30

毎週金曜日

酒害家族教室(予約制)
DV電話相談
�361－6651 月～金曜日（祝日を除く）9:00～17:00

3/6�・20�13:30～14:30

3/6�17:30～19:30

※エイズ相談・検査は匿名可。梅毒、クラミジア、Ｂ型・C型
肝炎の検査も追加可

予約制・
即日検査
夜間

3/6�・20�・27�14:00～16:00

講座名

初めてのWindows

Wordを使った文書
作成講座
Excelを使った表計算
講座Ⅰ

Excelを使った表計算
講座Ⅱ

Excel活用講座（Excel
経験者対象）

Power Point基礎講
座

デジタル写真活用講
座(Word経験者対象)

インターネット講座

パソコンを使ってみ
よう（60歳以上対象）

松戸地域職業訓練センター講座
日　時 定員 費用

3/6�・7�・8�・9�午前

3/12�・13�・14�・15�午前

3/6�・7�・8�・9�午後

3/10�・17�午前と午後

3/22�・23�午前と午後

3/26�・27�・28�・29�午後

3/26�・27�・28�・29�午前

3/12�・13�午後

3/1�午前と午後

午前＝9:30～12:30、午後＝13:30～16:30
※各コースとも受付開始時間に定員を超えた場合はその場で
　抽選。
※当会員事業所または団体会員メンバーには、割り引きの場
　合あり。
※受け付け当日は、お車での来所はご遠慮ください。
　2/20�9:00から、受講料を添えて直接地域職業訓練センタ
ー（小金原1の19の3、�349－3200）へ

10人

10人

10人

10人

10人

10人

10人

10人

6人

12,000円

12,000円

12,000円

12,000円

12,000円

12,000円

12,000円

6,000円

7,000円

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

①3/1・ 8・15の木曜日午前
②4/3・17・24の火曜日午後
③4/4・18・25の水曜日午前

①3/6・13・20の火曜日午後
②3/7・14・21の水曜日午前
③4/5・12・19の木曜日午前

女性のための健康相談
(予約制)

市内在住
の50歳以
上の人

各13,200円
（テキスト代
を含む）

各14,700円
（テキスト代
を含む）

新
春
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

2
月
24
日

午
後
7
時
か
ら
　

森
の
ホ
ー
ル
21

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

か
つ
し
か
＆
宮
川
正
雪
に
よ
る
弦
楽
コ

ン
サ
ー
ト
　

小
学
生
以
下
ま
た
は

障
害
者
と
付
き
添
い
の
人
　

先
着

五
十
人
　

無
料

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
ぶ
ど
う
の

い
え
・
西
手

364
・
６
８
９
９
へ

と
き
わ
平
ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

4
月
〜
11
月
の
毎
週
水
・
木
・
土
曜

日
午
後
7
時
〜
9
時
　

金
ケ
作
公

園
庭
球
場
　

市
内
在
住
・
在
勤
の

人
　

一
万
八
千
円（
保
険
料
を
含
む
）

3
月
4
日

午
後
5
時
〜
6
時
の
間

に
直
接
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
へ

萩
原

346
・
０
４
１
４

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
初
心
者
講
習
会

3
月
4
日
〜
25
日
の
日
曜
日
〔
全
四

回
〕
午
後
1
時
〜
4
時
　

運
動
公

園
武
道
館
　

十
人
　

千
五
百

円
（
個
人
用
具
代
）

電
話
で
松
戸
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会

・
浜
辺

342
・
４
７
０
６
へ

6

は
〜
い
ビ
ス
カ
ス
定
期
相
談
会

3
月
6
日

午
後
2
時
〜
5
時
　

ユ
ー
カ
リ
ハ
イ
ツ
一
○
一
（
JR
北
松

戸
駅
下
車
）

精
神
不
安
、
知
的

障
害
児
（
者
）、
高
齢
者
等
の
本
人
ま

た
は
家
族
　

五
百
円

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
同
会

367
・
２
８
１
１
へ

子
ど
も
読
書
応
援
団
「
子
ど
も
の

読
書
を
考
え
る
」
連
続
講
演
会

①
2
月
26
日

②
3
月
7
日

各
午

前
9
時
45
分
〜
11
時
45
分
　

①
女

性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
②
市
民
劇
場

先
着
六
十
人
　

各
五
百
円

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
堀

344

・
７
１
３
９
へ

こ
ひ
つ
じ
お
は
な
し
会

2
月
21
日

、
3
月
14
日

午
後
2

時
〜
3
時
　

市
川
こ
ど
も
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
新
京
成
八
柱
駅
下
車
）

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
人
形
劇
　

乳
幼
児
　

無
料

同
会
・
市
川

383
・
２
３
１
２

講
演
会
「
一
九
四
七
年
教
育
基

本
法
を
生
か
す
道
」

2
月
18
日

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

30
分
　

市
民
会
館
　

先
着
四

十
八
人
　

三
百
円

松
戸
の
教
育
を
考
え
る
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
神

342
・
３
１
４
３

山
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ

3
月
10
日

午
後
8
時
松
戸
商
工
会

議
所
前
集
合
（
11
日

午
後
9
時
解
散
）

山
ス
キ
ー
＝
神
楽
峰
（
新
潟
県
）、

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
＝
平
標
山
（
新
潟
県
）

湯
沢
健
康
ラ
ン
ド
　

先
着
二

十
五
人
　

一
万
五
千
五
百
円

松
戸
市
山
岳
協
会
・
高
橋

362
・
０

１
０
１
（
山
ス
キ
ー
）、
石
原

090
・
８

０
２
２
・
８
６
８
３（
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
）

初
心
者
気
功
太
極
拳
講
習
会

①
3
月
2
日
〜
23
日
の
金
曜
日
午
前

11
時
〜
午
後
1
時
②
3
月
4
日
〜
25
日

の
日
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
③
3
月
1

日
〜
22
日
の
木
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

〔
各
全
四
回
〕

①
柿
ノ
木
台
公
園

体
育
館
②
明
市
民
セ
ン
タ
ー
③
稔
台
市

民
セ
ン
タ
ー
　

六
十
五
歳
以
上

各
十
人
　

各
二
千
円

直
接
会
場
で

あ
す
な
ろ
太
極
拳
・
北
原

363
・
９

８
７
７
（
夜
間
の
み
）

・
竹
尾
愛
理
氏
②
大
阪
大
学
大
学
院
保

健
学
科
機
能
診
断
科
学
助
教
授
・
石
蔵

文
信
氏
　

八
十
人
　

無
料

フ
ァ
ク
ス
に
氏
名
・
電
話
・
年
齢
・

職
業
を
記
入
し
て
松
戸
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
松
戸
保
健
所
）
地
域
保
健
福
祉

課

367
・
７
５
５
４
（

361
・
２
１
２

１
）
へ

健
康
松
戸
21
講
演
会
デ
ュ
ー
ク

ズ
ウ
ォ
ー
ク
体
験
レ
ッ
ス
ン
〜
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
楽

し
く
健
康
に
〜

3
月
17
日

午
後
1
時
50
分
〜
3
時

50
分
（
受
け
付
け
は
午
後
1
時
30
分
か

ら
）

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
　

デ
ュ
ー
ク
更
家
公
認
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
ス
タ
イ
リ
ス
ト
プ
ロ
フ
ェ
ッ

サ
ー
・
井
上
レ
イ
ラ
氏
　

運
動
習

慣
の
な
い
五
十
歳
ま
で
の
人
　

先

着
百
人
　

無
料

電
話
ま
た
は
直
接
チ
ラ
シ
の
申
込
書

で
保
健
福
祉
課

366
・
７
４
８
６
、
中

央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

366
・
７
４
８

９
、
小
金
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

346
・

５
６
０
１
、
常
盤
平
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー

384
・
１
３
３
３
へ

性
差
を
考
慮
し
た
保
健
医
療
講

演
会3

月
８
日

午
後
2
時
30
分
か
ら

東
葛
飾
合
同
庁
舎
　

更
年
期

と
う
つ
〜
男
と
女
の
違
い
　

①
女

性
外
来
か
ら
更
年
期
女
性
へ
の
発
信
②

中
高
年
男
性
の
健
康
課
題
と
家
族
の
役

割
　

①
県
立
東
金
病
院
女
性
外
来

3/5�
10:00～11:45

3/6�
10:00～13:00

60歳からの食生活講座
日時 内容

（お話）体を動かす大切さ～動か
す際のチェックポイント　（運動
実技）みんなで楽しく体を動かし
てみましょう（いい汗流そう）

（お話）食生活の大切さ～食生活
チェック（手ばかり栄養法体験）
（調理実習）簡単にできるお総菜

運動できる服装・
タオル・水等の
飲料

エプロン・三角き
ん・ふきん2枚・
てふきタオル・筆
記用具

持ち物

　会場常盤平保健福祉センター（ふれあい22内）　対象市内在住
で60歳以上　定員先着24人　費用無料 
　本日9:00から、電話で同センター�384－1333へ

ス
ポ
ー
ツ 

ス
ポ
ー
ツ 

も

よ

お

 

も

の

 

催

し

物

 
催

し

物

 

け

ん

こ

う

 

健
　
康 

健
　
康 

講座名 日時 会場/対象/定員 問い合わせ
スポーツ教室

①ファミリー
スポーツ教室

②グラウンド
ゴルフ

③ラージボー
ル卓球・卓球

2/18	 
9:00～12:00

2/18	〔雨
天中止〕 
9:00～12:00

2/25	 
9:00～13:00

新松戸西小学校

新松戸南小学校

幸谷小学校/
初心者・小学生
小金原体育館/
40人

体育指導委員・楠
井�343－2635
体育指導委員・香
川�343－5580
体育指導委員・泉
�343－9979
体育指導委員・岡
元�341－7575

　内容①ファミリーバドミントン・ラージボール卓球他　費
用各100円（保険料を含む） 
　当日会場で

フ
ラ
ン
ス
料
理
教
室

3
月
7
日

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

30
分
　

市
民
会
館
　

先
着
十

六
人
　

五
千
円
　

電
話
で
か
つ
し
か
グ
ル
メ
ク
ラ
ブ
・

鈴
木

391
・
１
０
５
１
へ

市
民
後
見
人
・
養
成
講
座

3
月
4
日

・
18
日

・
31
日

の

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分
　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　

先
着
三
十
人
　

二
千
円

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

全
日
本

健
康
倶
楽
部
千
葉
支
部

０
４
７
６

・
47
・
２
２
８
１
へ

消
費
者
無
料
相
談
会

2
月
22
日

・
23
日

午
前
９
時
30

分
〜
午
後
3
時
　

市
民
会
館
　

先
着
三
十
人
　

電
話
で

ア
イ
ゼ
ン
・
サ
ポ
ー
ト
・

新
井

０
１
２
０
・
316
・
495
へ

初
心
者
向
け
俳
句
の
作
り
方

3
月
1
日

・
29
日

〔
全
二
回
〕

午
前
10
時
〜
正
午
　

北
松
戸
会
館

先
着
十
五
人
　

千
円

電
話
で
天
穹
北
松
会
・
松
本

391
・

２
３
７
６
へ て

ん
き
ゅ
う
ほ
く
し
ょ
う

じ
ん

ち
か
り



7

惣
ノ
風
連
（
阿
波
踊
り
）

①
毎
月
第
一
・
三
土
曜
日
午
後
2
時

〜
5
時
②
毎
月
第
二
・
四
日
曜
日
午
後

6
時
〜
8
時
30
分
　

①
八
ケ
崎
小

学
校
他
②
第
三
中
学
校
　

年
三
千

円
（
入
会
金
千
円
）

三
輪

346
・
６
０
０
０

手
具
健
康
体
操
ト
ラ
イ
ビ
ク
ス

で
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　

月
二

千
八
百
円
（
入
会
金
な
し
）

生
沼

361
・
７
０
７
１

ロ
シ
ア
語
講
座

毎
週
土
曜
日
午
後
３
時
〜
４
時
　

稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　

初
心
者

月
四
千
円
（
入
会
金
な
し
）

田
中

090
・
６
０
３
６
・
３
７
８
４

歌
謡
体
操

毎
月
第
二
〜
四
火
曜
日
午
後
2
時
〜

3
時
　

運
動
公
園
　

成
人
女

性
　

月
二
千
円
（
入
会
金
な
し
）

小
関

090
・
９
６
７
３
・
０
９
６
２

稔
台
ペ
ン
習
字
会

毎
月
第
一
・
三
金
曜
日
午
後
２
時
〜

４
時
　

稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　

月
二
千
円
（
入
会
金
二
千
円
）

小
原

364
・
５
７
５
８

六
十
五
歳
か
ら
の
健
康
づ
く
り

体
操楽

楽
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

毎
月
第
一
・
二
・
四
月
曜
日
午
後
１

時
〜
３
時
　

和
名
ケ
谷
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
　

一
回
五
百
円
（
入
会

金
な
し
）

太
田

361
・
８
６
０
６

松
戸
文
化
写
真
会

毎
月
第
三
土
曜
日
午
後
6
時
30
分
〜

8
時
30
分
　

市
民
劇
場
　

月

千
円
（
入
会
金
二
千
円
）

高
間

385
・
１
８
７
０

大
正
琴
さ
つ
き
会

毎
月
第
一
〜
三
水
曜
日
①
午
前
10
時

〜
正
午
②
午
後
1
時
〜
3
時
　

①

小
金
北
市
民
セ
ン
タ
ー
②
新
松
戸
市
民

セ
ン
タ
ー
　

月
三
千
円
（
入
会
金

な
し
）

秋
山

345
・
４
３
７
１

ジ
ャ
ズ
体
操
サ
ー
ク
ル

毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

古
ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
　

初

心
者
か
ら
　

月
二
千
五
百
円
（
入

会
金
な
し
）

加
藤

347
・
５
３
２
３
（
午
後
6
時

〜
9
時
）

社
交
ダ
ン
ス
・
パ
ー
プ
ル

毎
週
水
曜
日
①
午
後
5
時
〜
7
時
②

午
後
7
時
〜
9
時
　

女
性
セ
ン
タ

ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　

初
心
者
と
外
国

人
（
交
流
）

月
各
千
円
（
入
会

金
な
し
）

森
沢

367
・
６
９
４
７

絵
手
紙
く
ら
ぶ

毎
月
第
二
・
四
水
曜
日
午
後
1
時
〜

3
時
　

ミ
ヤ
ザ
ワ

ビ
ル
（
根
本
）

初
心
者
　

月
三
千

円
（
入
会
金
な
し
）

中
野

388
・
２
８
８

３

ハイビジョン映像 
①〈画家たちのプロバンス〉「地中海の色と光～マティスのヴァン
ス～」〈26分〉 
②〈画家たちのプロバンス〉「日本への憧れ～ゴッホのアルル～」〈26
分〉
　会場講堂　費用無料　 
※2/18	、3/4	・18	は講座開催のため、11:00からの上映を
11:35からに変更。また、2/17�・25	は講演会開催のため、
13:15からの上映は中止。

①2/28�まで 
②3/1�～31�
各13:15と15:15
から上映(土・日
曜 日 、 祝 日 は
11:00からも上映）

3/28�～6/6�
の隔週水曜日〔全
6回〕1 8 : 3 0 ～

期　間 内　容

休館日月曜日（祝・休日の場合は開館し、翌日休館）・第4金曜日・年末年始　
開館時間9:30～17:00（入館は16:30まで）　常設展観覧料一般300円（240円）、
高校・大学生150円（100円）、小・中学生100円（60円）〔（　）内は団体料
金／20人以上〕
※市内在住の身体障害者手帳または療育手帳を持っている人とその介護の人、市
内在住の70歳以上の人および、土曜日に限り小・中学生は観覧無料。　 
ガイドツアー（常設展示解説）毎日10:00と14:00からの30分間（要観覧料）
※来館者専用の駐車場はありません。21世紀の森と広場の有料駐車場をご利用
ください。

「中世史料を読む」 
　内容中世の文書・記録の読解と解説。今回は、上杉謙信の脅威に
さらされた1560年代の松戸一帯の様子を考えます　会場女性センタ
ーゆうまつど　講師当館学芸員　定員30人(事前申込・抽選)　費用
無料 
　3/7�〔必着〕までに、往復ハガキ(1人1枚)に住所･氏名･電話番号
を記入して、〒270―2252松戸市千駄堀671　市立博物館｢中世史料
を読む｣係（�384-8272）へ
エントランス展示 「菩薩半跏像(片岩製）」（パキスタン、1～4世紀）

市立博物館の住所…〒270ー2252松戸市千駄堀671（�384－8181）
3/31�まで

会　期 内　容 問い合わせ先

2/27�～3/4	

おえかきくらぶ海星・嶺田�363―4904
松戸美術会・戸田�391―5857
松戸水彩会・斎藤�385―4687

市）社会教育課�366―7462
あすなろ写友会・関口�344―7363

2/25	まで

3/ 3�～ 4	
3/ 6�～ 11	
3/13�～ 18	

第39回松戸美術会展
第23回松戸水彩会展

第33回松戸市書道展覧会
第7回あすなろ写友会作品展

おえかきくらぶ海星作品展
市）こども課�366―74643/ 2�～ 4	 子ども会明第1地区春の作品展

開館時間10:00～18:00　休館日月曜日

企画展「松戸徳川家の文書」
　内容松戸徳川家に伝わった文書の概要を紹介します。文書は過去の歴
史を調べ、収蔵品の背景を知るために重要な役割を担っています。展示
では、文書と関連のある美術工芸品、写真なども一緒に展示します。

休館日月曜日(祝日の場合は開館し、翌日休館)　開館時間9:30～17:00（入館は
16:30まで）　入館料一般150円（120円)、高校・大学生100円（80円）、小・中
学生50円（40円）。戸定邸との共通入館券はそれぞれ一般240円（200円）、高校・
大学生160円（120円）、小・中学生80円（60円）。〔(　)内は団体料金/20人以上〕
※市内在住の身体障害者手帳または療育手帳を持っている人とその介護の人、
市内在住の70歳以上の人および、土曜日に限り小・中学生は入館無料です（戸
定邸を含む)。

4/8	まで

会期 展覧会名

博物館（21世紀の森と広場内） 21世紀の森と広場パークセンター

期間 まで

東 「私の好きな景観スポット」市都）企画管理室 366－7356
緑樹会10号展
渡部 388―4000

西 ミエルコレス淡彩スケッチ展
峯岸 342－1380

墨彩会展
金光 386―3148

第10回サークルプリマベラ展
増山 388―2760

第33回松戸市書道展（2/25から）
市）社会教育課 366－7462

松戸駅市民ギャラリー

文化ホールギャラリー

戸定歴史館

生活カタログ 
（市民便利帳）に 

広 告を 
掲載しませんか 

…●生活カタログの公共性を損なう恐れ
のあるもの●「風俗営業等の規則及び業務の適性化等に関
する法律」（昭和23年法律第122号）に揚げる営業に該当す
るもの●政治・宗教にかかわる意見広告、個人宣伝●公の
秩序または善良な風俗に反する恐れのあるもの●その他、
生活カタログへの掲載が妥当でないもの

…内容審査の上、掲載の可否を通知します。掲
載決定の場合は申込者の負担で版下原稿を作成していただ
きます。

…3月30日 までに、申込用紙に、原稿案を添え
てお申し込みください。申込用紙は広報担当室（市役所新
館5階）にあります。市のホームページ（アドレスは1面右
上参照）からもダウンロードできます。
政策調整課広報担当室 366ー7320

生活カタログは、毎年、市内転入世帯および希望世帯向
け（約2万世帯）に配布し、各家庭で利用されています。

掲載位置など 規格（縦×横） 掲載料 

巻末の指定 
ページ〔2色
（黒・青）〕 

1号 
2号 
3号 

全面 
1/2面 
1/4面 

270㎜×174㎜ 
131㎜×174㎜ 
131㎜×  84㎜ 

10万円 
 5万円 

2万5千円 

松
戸
中
国
語
サ
ー
ク
ル

毎
週
金
曜
日
午
後
6
時
30
分
〜
8
時

30
分
　

市
民
会
館
　

初
・
中

級
　

月
四
千
円
（
入
会
金
千
円
）

利
根
川

367
・
６
９
９
２

松
戸
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

友
の
会

毎
週
月
曜
日
（
第
二
を
除
く
）
①
午

後
6
時
〜
7
時
10
分
②
午
後
7
時
30
分

〜
9
時
　

馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

ブ
ル
ー
ス
・
マ
ン
ボ
等
　

①

入
門
〜
初
級
②
中
級
　

①
月
千
五

百
円
②
月
二
千
五
百
円（
入
会
金
な
し
）

橋
場

090
・
４
０
７
５
・
７
３
７
１

洋
画
会
・
円

毎
月
第
二
・
四
金
曜
日
午
前
9
時
〜

午
後
1
時
　

明
市
民
セ
ン
タ
ー

月
二
千
五
百
円
（
入
会
金
千
円
）

石
井

385
・
６
９
３
４

千
松
菊
花
会

会
員
宅
を
相
互
訪
問
し
、
菊
栽

培
の
技
術
向
上
を
目
指
す
　

年
三

千
円
（
入
会
金
な
し
）

松
田

343
・
８
２
３
８

矢
切
筝
曲
サ
ー
ク
ル

毎
月
第
一
〜
三
木
曜
日
午
後
１
時
〜

５
時
　

初
心
者
　

四
千
円
（
入

会
金
四
千
円
）

遠
藤

391
・
２
０
８
５

タ
ッ
プ
ダ
ン
ス

毎
月
土
曜
日
二
回
①
午
後
6
時
〜
7

時
30
分
②
午
後
8
時
〜
9
時
30
分
　

サ
マ
ン
サ
倶
楽
部
（
本
町
）

①
初
級
②
中
級
　

月
二
千
円
（
入

会
金
千
円
）

根
本

090
・
９
２
４
８
・
８
９
２
８

燿
墨
会
（
実
用
書
道
）

毎
月
第
一
・
三
金
曜
日
午
後
1
時
〜

4
時
　

勤
労
会
館
　

月
三
千

五
百
円
（
入
会
金
千
円
）

三
浦

365
・
８
９
８
５

活
き
活
き
体
操
ク
ラ
ブ

毎
週
火
曜
日
午
後
1
時
〜
3
時
　

柿
ノ
木
台
公
園
体
育
館
　

初
心

者
　

月
千
円
（
入
会
金
千
円
）

野
末

365
・
３
４
１
６

卓
球
同
好
会
「
卓
心
会
」

毎
月
二
・
三
回
土
曜
日
午
前
9
時
〜

11
時
　

東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

月
五
百
円
（
入
会
金
千
円
）

西
田

391
・
１
４
５
３

小
金
剣
詩
舞
同
好
会

毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
〜
4
時
　

小
金
上
総
町
公
会
堂

小
学
生
以
上
　

月
二
千
円
（
入
会
金

な
し
）

前
田

346
・
３
４
３
５

そ
う

よ
う
ぼ
く

M5024542
テキストボックス
20：30



市立病院では、いざというときに備え、
毎年災害を想定した救護訓練を実施してい
ます。
阪神･淡路大震災から12年となった1月

17日、大事故を想定した救護訓練が行な
われました。
訓練は、「クレーン車の横転で路線バス

が巻き込まれ、多数の負傷者が発生。約
40人が市立病院に運び込まれる」という
事故を想定。市立病院の医師・看護師、患
者に扮（ふん）した看護学生、消防局の救
急救命士など約140人が参加しました。
病院駐車場では、医師が負傷者に軽症・
重症・死亡など4段階の症状に分けるトリアージ（重傷度識別）を手際よく実施。症状別に
4色（緑・黄・赤・黒）の札が、患者の手首に付けられ、効率よく院内へ搬送されました。

8

3月3日 午前10時～午後5時　 市民活
動サポートセンター　 松戸で活動する団
体が集まる「交流の場」、楽しく体験「あそ
びと健康」、パソコンで新たな発見「パソコ
ンの場」、活動を見て聞いて触れて「体験ス
ペース」、困っていること悩んでいることが
話せる「相談コーナー・ワカモノカフェ」、
食べ物を通じて活動紹介「飲食の場」
同センター 368－1814

小金西保育所で1月19
日、市消防局の大金平消防
署長が「一日保育園長」を
務めました。
まず行ったのは、火災を
想定した避難訓練。順序よ
く並んで園庭へと避難しま
す。
続いては、お待ちかねの
消防車・救急車の見学会で
す。消防車とともに訪れた
本物の消防士たちに、園児
は大はしゃぎ。車を取り囲
み、夢中で車内をのぞき込
んでいました。

広報まつど1月1日号間違い探しクイズに、多数のご応募あり
がとうございました。正解1,122通（応募総数1,198通）の中か
ら抽選で、レイソル賞～Ｆ賞の各賞と記念品をお送りしました。
※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。
政策調整課広報担当室 366ー7320

①宝船の「旗」の向き ②恵比寿様が持つ「鯛」の有無
③布袋様の「口」の形 ④毘沙門天様の「槍」の長さ
⑤右側の「雲」の位置 ⑥左側の「魚」の向き
⑦右側の「魚」の有無

自分たちの手で地域の課題を解決し
ていこうと活動している51のNPOや市
民活動団体・グループが一堂に集まる
催しです。「交流の場」での展示をはじ
め、参加・体験できるようなさまざま
な楽しい工夫が盛り込まれています。
また、福留強氏（聖徳大学人文学部
生涯教育文化学科教授）による講演
「学ぶ楽しみ、生かす喜び」（午前10時
30分から）も開催されます。「地域で生
かせる新しい自分」が、きっと見つか
ります。

昨
年
12
月
8
日
に
台
湾
で
世
界
剣
道
選
手
権
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。
県
立
松
戸
高
校
教
諭
の
古
室

可
那
子
さ
ん
は
、日
本
代
表
選
手
と
し
て
初
参
加
、

女
子
個
人
戦
で
見
事
準
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。

日
本
が
発
祥
の
地
で
あ
る
剣
道
は
、
世
界
大
会

で
、
日
本
人
が
上
位
を
占
め
て
当
た
り
前
と
い
う

風
潮
が
あ
る
。
大
会
前
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
か
な

り
の
も
の
だ
っ
た
。

準
決
勝
ま
で
残
っ
た
の
は
、
全
員
日
本
人
。
お

互
い
に
手
の
内
は
知
り
尽
く
し
て
い
る
。
準
決
勝

の
相
手
は
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
勝
っ
た
こ
と
が
な

い
選
手
。
そ
の
選
手
を
破
り
、
決
勝
へ
進
出
で
き

た
こ
と
で
、
自
信
を
持
っ
て
対
戦
に
望
め
た
。
結

果
は
準
優
勝
で
あ
っ
た
が
、
気
持
ち
は
負
け
て
い

な
か
っ
た
と
話
す
。

古
室
さ
ん
が
剣
道
を
始
め
た
の
は
、
意
外
と
遅

い
。「
子
ど
も
の
こ
ろ
は
の
ん
び
り
し
て
ま
し
た
。

小
学
四
年
生
の
と
き
に
、
中
学
生
の
姉
が
部
活
で

剣
道
を
始
め
、
い
つ
も
け
い
こ
に
付
き
合
わ
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
竹
刀

で
た
た
か
れ
て
ば
か
り
。
痛
い
だ

け
で
」
と
笑
う
。
し
か
し
、
も
と

も
と
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
だ
っ
た
こ

と
、
剣
道
漫
画
「
六
三
四
の
剣
」

が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
中

学
校
で
剣
道
部
に
入
部
。
本
格
的

に
剣
道
を
や
り
た
い
と
思
い
始
め

た
の
は
、
高
校
受
験
の
と
き
。
恩

師
の
い
る
市
立
松
戸
高
校
へ
入
学

を
決
め
て
か
ら
だ
っ
た
。

大
学
卒
業
後
、
高
校
の
恩
師
の

下
で
後
輩
の
指
導
に
当
た
る
。
自

分
の
教
え
た
こ
と
で
、
後
輩
の
実

力
が
上
が
っ
た
り
、
試
合
で
結
果

を
出
し
て
く
れ
た
り
、
そ
れ
ま
で

は
教
わ
る
側
だ
っ
た
が
、
教
え
る

喜
び
を
知
り
、
教
員
を
目
指
す
よ

う
に
な
っ
た
。

県
立
松
戸
高
校
に
は
、
剣
道
部

は
な
か
っ
た
が
、
生
徒
と
共
に
創

部
し
た
。「
自
分
が
恩
師
か
ら
受

け
た
教
え
を
、
部
員
に
伝
え
た
か

っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
け
い
こ
は

他
の
ど
の
部
活
よ
り
も
、
厳
し
か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。
今
年

卒
業
す
る
部
員
は
、
全
員
三
段
を

取
得
し
て
い
る
。「
部
員
の
一
人
が
、
大
学
進
学

後
も
剣
道
を
続
け
た
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
」

と
う
れ
し
そ
う
に
話
す
古
室
さ
ん
。

「
世
界
大
会
が
終
わ
っ
て
学
校
へ
戻
っ
た
と
き
、

朝
、
教
室
に
入
る
と
、
ク
ラ
ス
の
生
徒
た
ち
が
花

束
を
用
意
し
て
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
う

れ
し
か
っ
た
」。
教
員
と
な
り
、
教
え
子
の
成
長

を
見
た
り
応
援
を
受
け
る
こ
と
で
、
剣
道
を
続
け

る
喜
び
も
一
段
と
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

「
目
標
と
し
て
、
記
録
に
こ
だ
わ
る
部
分
も
あ

り
ま
す
。
で
も
、
剣
道
に
終
わ
り
や
到
達
点
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
常
に
挑
戦
し
続
け
、
剣
道

と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
を
追
い
求
め
て
い
き
た

い
。
そ
の
た
め
に
も
、
目
標
は
常
に
高
く
持
ち
続

け
て
い
た
い
。世
界
大
会
で
は
準
優
勝
で
し
た
が
、

次
の
大
会
で
は
、
必
ず
勝
ち
た
い
で
す
」。
世
界

一
を
目
指
し
て
、
古
室
さ
ん
の
挑
戦
は
再
び
始
ま

っ
た
。

（
松
戸
市
在
勤
）

世 界 剣 道 選 手 権 大 会
女 子 個 人 準 優 勝

古 室 可 那 子 さん

む
　
さ
　
し




